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2 Ja－10 コチ二－ル染色における染色堅ろう度測定結果について

○蔵田厚津子＊　田中麻紀子¨　藤居償理子＊

　(＊東京家政学院大、＊＊東京家政学院短大)

被　　服

　【目的】一般に赤色系天然染料には、すおう、紅花、茜、コチニール等がある。そ

の中でコチニールは、動物染料であるという珍しさに加え、媒染剤,PHによって赤色か

ら紫色まで幅広い色相を得ることができる。また、特に染色堅ろう度が高いといわれて

いる。本実験では、赤色（狸々緋：ディープイエローイッシュレッド）、梅紫色（ダ

ルレッドパープル）の染色布を準備し、着物（和服）としての実用上必要と思われる

耐光堅ろう度等10種類の堅ろう度試験を行い、若干の知見を得たので報告する。

　【方法】試料布：絹100％,試料：コチ二－ルシルバーを用い、浸染とする。媒染法

はアルミニウムによる先媒染、錫による同浴媒染とし、それぞれ濃、中、淡色につい

て行った。

　【結果】紫系は、耐光堅ろう度が3級前後であった。それ以外は、ほとんどが4－5級

ないし5級であった。赤色系は、耐光堅ろう度が４級、耐洗濯堅ろう度（石けん）は、

1－2級程度であった。また、アルカリ汗に対しては、2ないし3級であった。それ以外

の試験結果はほとんど4－5級ないし5級であった。以上の結果からコチニールによる染

色は、必ずしも染色堅ろう度が良いとは言えなかった。よって、染色、媒染の条件を

ふまえ、消費科学的立場から実用に供する必要がある。

2Ja－11 天然染料染色布の変退色に及ぼす要因とその影響－１

　　　　－基質、媒染剤、染料の影響－

　　　　Ｏ斉藤昌子（共立女大）、谷田貝麻美子（東横女子短大）、

　　　　　佐野千絵（東京文化財研）、生野晴美（東京学芸大）、

　　　　　小原奈津子（昭和女大）、馬越芳子（農水省蚕糸・昆虫研）

＜目的＞染織文化財の保存・展示・修復の際に染織品の受ける劣化、変退色に及ぼす要因と

その影響について調べる第１段階として、絹と綿に６種の媒染剤と２種の天然色素を用いて

媒染、染色し、キセノンランプによる暴露を行って変退色への影響を明らかにした。

＜方法＞試料には、基質として絹（生織物、後練り織物）と綿（生機、精練・漂白）を、媒

染剤にはアルミ媒染剤３種（KAKSOふAKClUCOO）。. AICI3）と鉄媒染剤３種（FeSO。Fe

(CHsCOOa, FeClz)を、天然色素にはクルクミンとヘマテインを用いた。４種の基質につい

て、①処理なし、②媒染布媒染I回）、③染色布（染色３回、媒染２回）を作成し、キセ

ノンフェードメーター（スガFAL-25AX-HC型）を用いて100時間暴露し、暴露前後の布の色

をマクベスCE-7000で測定した。測定値から色差△Ｅを算出した。

＜結果＞①処理なしでは後練り絹と生機綿にわずかな変化が認められた。②媒染布では鉄媒

染布に大きな変化が認められ、後練り絹では媒染剤による違いが見られた。③染色布では、

ヘマテインには大きな退色がないのに対し、クルクミンでは、アルミが鉄より著しく大きく

退色し、絹より綿が、さらに後処理を行った基質ほど影響が大きいことが判明した。
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